
市民活動支援センターは、社会に貢献しようとする市民、市民活動団体を応援します。 （年４回発行）
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市民活動体験教室｢はじめの一歩｣

『大人のためのマジック体験』
マジックのやり方を学び、披露する面白さを体験しましょう！

講 師：上尾マジッククラブ
申 込：８月１日（木）9:00受付開始

氏名、年齢、住所、電話番号、
本件を何でお知りになったか
を明記の上、上尾市市民活動
支援センターへEメールまたは
お電話でお申し込みください。

市民活動体験教室｢はじめの一歩｣

「木目込み人形作り体験教室」
を開催しました

６月25日（火）市民活動支援センターで「木目込み人形の会」

代表の小島美幸さんを講師に、８名が参加し、木目込みの技法を

使った「扇」作りに挑戦しました。ほぼ未経験の参加者の皆さんが、

全員時間内に美しい「扇」を完成させることができました。

日 時：令和６年８月２５日（日）
１３：３０～１５：３０

場 所：市民活動支援センター 会議室
定 員：１０人 （申込先着順）
対 象：上尾市在住・在勤の１８歳以上の方
費 用：５００円（材料費）※当日集金
持ち物：筆記用具、はさみ、のり、カッターナイフ

センター利用登録団体の皆様へ

■アンケートご協力のお願い■

市民活動支援センターでは、第4次上尾市

市民活動推進計画（令和6年度～令和11年度）

の実施にあたり、ご登録いただいている市民活

動団体の現状と意向を把握し、今後の事業計画

の進捗管理に反映させることを目的として、下

記のとおり「団体向けアンケート」を実施いた

します。ご多忙とは存じますが、ご協力よろし

くお願いいたします。

【実施期間】令和6年10月アンケート用紙発送

【実施方法】アンケート用紙を各団体（ご連絡

者様宛）へ郵送いたします。

回答をご記入の上ご返送ください。

■協働のまちづくり推進事業(補助金)■
追加募集のお知らせ

地域の課題の解決に向けて、市と協働で
実施したい事業提案を追加募集します。

◆追加募集期間
7月12日(金)～8月2日(金)

◆募集要項・応募様式集
市民活動支援センターの
ホームページからダウン
ロードできます。

◆個別相談
   随時受付けます。ご希望の方は事前に
市民活動支援センターまでご連絡くだ
さい。

↑

書類のダウンロードは
こちらから

予告



協働のまちづくり通信
上尾市協働のまちづくり推進事業は、市民活動団体から市と協働したい事業の提案を募集し、その

中からふさわしい事業を採択し補助金を交付する事業で、多様化する社会的課題に対し、市民と市が

互いに連携し、協力しながら解決していくことを目指す取り組みです。

6月27日(木)の第2次審査で採択が決定した下記の4団体については、所管課と事業の役割分担を取

り決め、7月から令和7年2月末まで協働事業を実施し、3月に事業報告会を開催する予定です。

令和６年度「協働のまちづくり推進事業」採択団体が決定しました

②　不登校の子どもを持つ親の会　ムーミンの会 所管課 教育センター

名称

テーマ

事業

内容

不登校の子どもを持つ親への支援事業

不登校の子どもを持つ親が一人で悩まないで学び合える場を提供する。

上記を目的として、講演及び不登校経験者の体験を聞く会を開く。また、世

話人会を月１回開き、運営の打ち合わせをする。

③　一般社団法人　こどもとおとなのあそびとたいわ 所管課 教育センター

名称

テーマ

事業

内容

不登校に関する理解の向上のための学習活動

不登校児童生徒、保護者を支援し孤立化を防ぐ。

不登校問題に関する理解を深めるため、不登校児童生徒の保護者や関心を持

つ関係者及び市民などを対象に、専門家による講演会とディスカッションを

行い、保護者間、教育委員会、民間支援団体等の交流を図る。また、不登校

児童生徒の居場所のボランティアの募集も行い、支援体制の拡大を図る。

④　芝浦工業大学サテライトラボ　上尾運営会議 所管課 都市計画課

名称

テーマ

事業

内容

芝浦工業大学が平成26年1月に設置した地域連携拠点「サテライトラボ上

尾」の改装を住民ワークショップによって行い、幅広い年齢層の居場所を作

る。同時に、同ラボを公民学連携のまちづくり拠点「アーバンデザインセン

ター」として整備する。また、多世代交流やコミュニティの活性化のため

に、市民DIYによる手作り工房を設置し、本学学生もDIYの指導や製作協力

を行う。

フリーDIYスペースと多世代居場所のまちづくり

公民学連携拠点アーバンデザインセンター上尾の設置運営

①　さいたま断熱改修会議　上尾部会 所管課 環境政策課

名称

テーマ

事業

内容

ゼロカーボンを目指す健康で快適な住まいづくり推進活動

上尾市内の住宅の断熱改修の推進により、市民生活の向上と住宅の省エネ化

を図るとともに、上尾市の目指す脱炭素化の実現に資する施策の展開に協力

する。

昨年度に引き続き、市内居住者に向けて、住宅の断熱改修が省エネや健康増

進に有効であることを理解してもらうためのセミナーを開催する。併せてモ

デル住宅断熱改修の協力者を募集し、断熱改修を実施する。モデル住宅及び

学校の断熱化の効果測定を行い、データを報告書の形に取りまとめる。



市 民 活 動 団 体 紹 介

設 立 1985年

会 員 数 31人

代 表 飯坂陽治さん

連 絡 先 048-774-8094

Eメール iizakayj@sirius.ocn.ne.jp

■会の歴史

協力者募集！

ニューシャトル沼南駅からゆっくり歩いて5分
のところにある原市沼では、毎年6月中旬から9
月上旬まで、幾千もの大輪の古代蓮の花が咲き誇
ります。この原市沼で30年以上古代蓮を育成管
理しているのがボランティア団体の「原市沼を愛
する会」の皆さんです。

■今年の一般公開について

■ご来場にあたって

「原市沼を愛する会」は、1985年(昭和60年)
に活動を始めました。
原市沼周辺では、戦前まで蓮が群生していま

したが、戦中・戦後の食糧難で蓮根が食用とさ
れ、蓮は姿を消してしまいました。そして、時
と共に蓮のことは忘れ去られ、1980年代初頭の
原市沼一帯はゴミの不法投棄によって荒れ果て
ていました。その惨状を見かねた原市沼近隣の
人達が「原市沼を愛する会」を設立し、8年かけ
てゴミの撤去作業を行いました。一帯が自然な
姿を取り戻したところで、初代代表の大野さん
は、戦前まで沼で咲いていた蓮の花を復活させ
ることを思い立ち、当時既に古代蓮を再生させ
ていた行田市から1993年(平成5年)に蓮のタネ
を譲り受け、蓮の復活に挑みました。
当初3坪ほどの池で育成を始め、3年後の1996

年(平成8年)におよそ80数輪の蓮の花を咲かせる
ことができました。今では
池は22か所、面積はおよそ
600坪に拡大し、毎シーズ
ン5,000～1万輪の蓮の花が
咲き、5,000人を超える来
場者を迎えるまでになりま
した。

今年の一般公開は6月25
日から8月10日の約１か月
半ですが、7月初旬から中
旬が開花の最盛期です。公
開の時間帯は毎日午前6時
から12時までですが、蓮
は昼頃には花を閉じてしま
うので、花の見頃の午前6
時～9時くらいにお出かけ
になるのがおすすめです。

蓮池の周囲の遊歩道は舗装されていないので、
滑りにくく歩きやすい靴を履いてお出かけくだ
さい。手作りのあずまややベンチなど、ちょっ
とひと休みできる空間もあります。暑い時季で
すから、熱中症
に注意し、水分
補給用の飲み物
をご用意くださ
い。

原市沼を愛する会

原市沼を守るボランティア活動
に参加してみませんか。
特に開花期は受付業務に人手が
必要なので、ご協力いただける
とたいへん助かります。

現在代表を務める飯坂さんは、60歳の定年退
職を機に、2000年(平成12年)に会の活動に加
わったそうです。

1本の茎に2つの花を持つ珍しい「双頭蓮」が
咲くといいことがあるという言い伝えがあるそう
ですが、原市沼でも2018年に双頭蓮が咲いた

そうです。「双頭蓮が咲いた年は、
確かにいいことがあったんですよ。
現市長が原市沼の視察においでに
なったんです。その前年には、彩の
国埼玉環境大賞の優秀賞もいただき
ました」と嬉しそうに語る飯坂さ
んの笑顔が印象的でした。

原市沼できれいな古代蓮の花を咲かせるため
には、年間を通してたくさんの作業があります。
まず、それぞれの池の水が枯れないように常に
チェックし、不足気味のときは近くの水路に設
置したポンプで汲み上げて供給します。花の
ピークを過ぎた8月下旬には果托の採取作業、
晩秋から冬には堆積した泥のかき出しや根の間
引きを行い、春からは若芽の生育を妨げる青藻
の除去、側溝や周辺の草取り、アブラムシの駆
除作業の毎日です。蓮の茎や根を切ってしまう
ザリガニの捕獲作業は
一年中続きます。
ほぼ毎日蓮池の作業に

向かう飯坂さんの他に、
1日あたり4～5人のメン
バーが、それぞれできる
作業をこなしています。

■活動内容

2024年の開花第1号
(6月11日)

代表の飯坂さん

ザリガニの捕獲作業

過去の開花の様子



イベント・ボランティア掲示板

※掲載中のイベントは中止になることがあります。事前にお問い合わせください。

情報紙タイトル“むすびん”は、「結ぶ」と「お便り」を合わせており、人、

市民活動団体、市などを結びつけたいという思いを込めています。

皆さまからのイベント、ボランティア情報をお待ちしています！

◎編集・発行 上尾市市民活動支援センター

開館日：火～日 午前９時～午後９時 (日曜は午後５時迄)

休館日：毎週月曜、火～金の祝日、年末年始

電 話：048-778-1810 ファクス：048-778-1820

Eメール：s53500@city.ageo.lg.jp

ホームページ：www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/

X (旧ツイッター)：＠Ageo_shiminkatu

集編

記後

【案 内 図】

公式Ｘ（旧ツイッター）で情報
発信中！フォローお願いします

あげおボランティア祭り

日 時：10月16日(水)・10月30日(水)

両日とも13:30～15:30

会 場：市民活動支援センター 会議室

対 象：上尾市在住・在勤の方

定 員：10人（申込先着順)

 ※原則2日間参加できる人

■スズムシさしあげます■

虫の声にはリラックス効果があるそうです。
鈴を振るような
美しい音色に
耳を傾けて
みませんか。

7月28日(日) 富士見小学校 体育館裏
8月 4日(日) ショーサンプラザ駅側入口付近
8月18日(日)  あげお富士住建ホール入口付近

（上尾市文化センター）

主催／問合せ：上尾スズムシの会

090-2178-0626（渡邉さん）

日 時：9月14日(土) 10:00～15:00
会 場：三井金属あげおコミュニティセンター

（上尾市コミュニティセンター）
内 容：活動紹介・パネル展示

実技・実演披露・体験

*のぼり旗が目印です。

*時間はいずれも9:30～11:30です。

*飼育容器を持参して直接おいでください。 主催／問合せ：上尾市ボランティア連絡会

090-2452-2164（本城さん）

後援：上尾市・上尾市社会福祉協議会

かたく

来年の干支(巳)と花飾りを作り、蓮の果托に詰めてオブジェを作ります。
作品例

令和6年度 市民活動体験教室「はじめの一歩」

≪蓮の花詰め≫ を開催します

費 用：1,000円(材料費)

持ち物：白と赤の絹糸、絹針(2本)、

待針(5本)、布が切れるハサミ

講 師：障がい児者芸術クラブ

申 込：9月3日(火) 9:00受付開始

市民活動支援センターへ

【パネル展示】

昨年の様子

◆まもなくパリ2024オリンピック・パラリンピックが開幕しますね。新種目も加わり、
新たなファンと競技人口の増加が期待されます。選手の皆さんが最高のコンディション
で競技に臨めることを祈念します。◆本号より「むすびん」編集部に新人２人が加わり
ました。よろしくお願いいたします。 （明・高・淳）
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